































Thinking about Live Performance in Music Appreciation Lesson









































































































































































































































きれい ひびく すごい　大きい 高い 強弱　 歌ってみたい 感激　感動 その他
第３学年（５６） 28(50) 6(11) 10(18) 15(27) 3(5) 3(5) 3(5) 3(5)
第４学年（６５） 32(49) 6(9) 15(23) 24(37) 5(8) 6(9) 2(3) 15(23)
第５学年（６４） 20(32) 19(30) 15(23) 32(50) 1(2) 5(8) 2(3) 8(13)
第６学年（７４） 32(38) 20(27) 20(27) 28(38) 0(00) 6(8) 3(4) 11(15)
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うか？/すごい高い声がでていて、声楽の歌を実際にきいたことはないけど歌っている時、今、
自分がホールにいるような感じがした。/とてもきれいな歌声で感動しました/声が高くてどこ
から、出てるのかなと思った。かんじょうがめっちゃこもってた/声がすごい高くてびっくり
した。表情が目と口もぱっちり開いていてすごいと思った。］
（３）アンケートからの考察
　ライブ演奏を聴いた経験としては、朝の全校集会における10分〜15分である。鑑賞の授業で
あれば、同じ曲を何回か聴くことを重ねて、音楽の曲想や音楽を形作っている要素を感受、知
覚していくことができる。今回のねらいとしては、曲を分析することではなく、歌うというこ
とを同じ空間を通して視覚的に見る。そして音楽を感受することにある。また、鑑賞から合唱
における表現活動の意欲や意識を高めることにあった。
　まず実際にクラシックの声楽の演奏を聴いたことが「ある」と答えた14名の児童について、
自由記述について記す。
　自由記述において、これまでに声楽の演奏を実際に聴いたことがある児童は、経験を基に感
想が述べられている（記述番号４、５、８、12、13）14名中５名で38％にあたる。鑑賞の経験
が蓄積されることによって聴く観点が変わり、音楽の質や同じ音や曲でも違いがあることに気
づいている。音楽における素地が拡がると考える。ここで感動や感激したと心象を記述してい
る児童が（５、９、10、12、14）４名38％記入していた。記述番号５に関しては、「泣いてし
まいました」という言葉であるが、これもそれに含める。経験値が高いということは、音楽に
関する感性が高まっていることであると考える。自由記述全体からみて、鑑賞経験のある児童
は、感受する感性と共に表現活動への意欲も高いことが見てとれる。「どこから声がでるんだ
ろう」「どうすれば高い音がでるのだろう」という歌唱の技術に対する疑問は、自分自身の歌
唱の技能に結びつく。自己という主体を通して、表現技能を考えているのである。経験値を重
ねることで、音楽的な興味関心・意欲を確実に表現技術の向上に繋げることができると考える。
　次に全アンケートの自由記述に多くみられた声の質に関する感想（きれい、ひびく、すごい・
大きい）は第３学年78％、第４学年82％。第５学年84％、第６学年97％と殆どの児童が、感想
を述べている。ファーストインプレッションとして音の音色や声の質を感受している。次に多
いのが音の高低、強弱で音楽的要素、内容についての気付きがある第３学年18名32％、第４学
第3学年　１ とてもきれいなうた声ですごいと思いました。どこから声がでるんだろう。どうしてきれいな声がでるのだろうということも思いました。
第4学年　２ きれいだった。どうすれば高い声がでるのだろうか。
第4学年　３ 先生は高い声もすごくでていて私にはできないのですごいと思いました。こんどもお願いします
第4学年　４ とても声が高くで、私はクラシックの音楽は何かいかきいたことがあるけど、１ばんきれいな音楽でした。
第4学年　５ １曲目のプッチーニの曲で泣いてしまいました。今まで聴いた中で１番きれいな声がでていたのですごいなと思いました。
第4学年　６ わたしは、歌がとっても大すきなので今日の歌はたくさん歌のこつや大切なことがわかったのでこれからも楽しく歌いたいです。
第5学年　７ 高い音がとてもおおきくて声がとても響いていて、とてもきれいな声だったから、もっと他の曲もききたいなと思いました。
第5学年　８ 実際に聴いたらテレビとかとはちがいとてもきれいでした。歌声ですごいと思いました。
第5学年　９ あんなに高い声が長くでるなんて、本当にすごいと改めて実感しました。表現の仕方にも工夫がありました。
第5学年　１０ 高い音がきれいですごくすごかったです。とつぜんの高い音もでていたのですごく感げきしました。
第5学年　１１ オペラでは、１人の声であんなに体育館中に広がるのは、すごいと思いました。
第６学年　１２ とても高い声がでていて、これまで聴いた中で感激したのは、はじめてでした。きれいだった。またきいてみたい
第６学年　１３ 前は思わなかったけど、声が高くてどこから、でてくるのかなと思った。
第６学年　１４ とても声が高くてすばらしかった。感動しました。
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年45％、第５学年52％、第６学年39％（全校児童の42％延べ人数）。それを踏まえて、自由記
述の中で気づいたことは、〈私たちよりも（中略）高い音がでている/私は高い音が苦手だがど
うすれば、高い音がかすれずに出るんだろうか/どこから声がでるんだろう/表現の仕方に工夫
があって自分じゃまねできない〉等、演奏で聴いた曲や声、表現方法と、児童自身の声や音の
高さ、曲の表現方法と比較した記述が多くみられたことである。声の質や声の伸び、会場での
響き方、表現の方法について、児童は自分自身と全く関係ない事柄として演奏を捉えていない
ことが検証できる。比較や自身の可能性、希望についても述べている点から今回の鑑賞は、直
後に行われた音楽表現活動に、まず気持ちや意欲の上で大きく影響を及ぼしたことがわかる。
鑑賞の時間の直後、全校合唱の指導を行うということによって、児童の意欲は数段高まったと
考える。
　ライブ性の定義にも示した、「演奏者の感覚の揺れや変化を感じることができる」「音楽（音
を身近に（直接的）に感じることができる）」「演奏者と聴衆が、空間を通したコミュニケーショ
ンがとれる」これらが全て満たされたと考察する。
　しかしライブの演奏を聴いたとしても、退屈であった、又はよくわからなかったということ
も考えうる。今回のアンケートにおいても全校で第４学年１名の児童が〈なんもおもわん〉と
記述していた。259名中１名（0.3％）である。ライブ鑑賞であっても、必ずしも100％でない
ということを、指導者は加味しなければならない。
　このアンケート結果から、今回の鑑賞と合唱指導を一貫して行った実施例においては、鑑賞
から表現活動への意欲、興味関心において、大きな効果があったと知見できる。
４　考察―鑑賞と表現活動へのつながり
　平成10年告示学習指導要領において音楽科「鑑賞共通教材の廃止」が行われた。それ以降音
楽科の鑑賞授業において、教材は指導者にゆだねられるところとなる。しかし多くの場合は
教科書に沿った教材で行われ、演奏者やオーケストラ、指揮者といった演奏媒体や鑑賞メディ
アを選択するといった例はそれほど多くないように思われる。特に低学年の授業において、担
任教員が全ての教科を担う為、低学年においては音楽の鑑賞教材研究に時間がかけられないと
いった声も聞く。児童の能動的な鑑賞を求められる中で、指導者自身が能動的に曲やメディア
を選択しなければならない。鑑賞授業において知覚するものとして、音楽を構成、形づくる要
素を理解する上では、さほどライブ性が必要であるとは思わない。それは音を事実として認知
できれば理解でき、気づくことが可能であるからである。鑑賞の中でライブ性が必要な部分は、
感受する点にあたる。音楽の本質に関わる部分である。音楽美を享受するということが成立す
るのは、極めて主観的なことである。ある意味において音楽鑑賞は、非常に個人的な行為であ
る。個人的な主観であるが故に感動、感激する。心の揺れ、動きが生じるのである。音楽にお
いて絶対的な美というのは言いきることはできないと考える。この曲だから、演奏だから誰も
が感動するということはないのである。渡邊学而著「音楽鑑賞の指導法」においても、同じ音
楽を聴いても同じように「音楽美」が存在するとは限らないし、またたとえ同じように「音楽
美」が成立したとしても、その美の質や内容は当然人によって違っているといえる。そしてこ
れが「音楽美」が客観化されない理由でもある。だから、いくら人々がある音楽を「美しい」
と感じても、すべての人がそれを同じように感じることはあり得ないわけで、私たちは一般的
にはそうした音楽を「美しい」といっているが、しかしそれは「絶対的な美」ではなく、「相
対的な美」なのである。９）と記されている。音楽教育において絶対的な美はないと考えなけれ
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ばならない。また、指導者もそれを十分理解、許容した上において鑑賞授業を進めるべきであ
る。鑑賞授業というのは、音楽に出会う「場」「時間」「空間」である。同じ空間で同じ音楽を
聴くこと、しかしそれは自分という主観を通して心に働きかけるのである。そしてまた様々な
意見を出し合うことで、相対的な価値観を共有することとなる。そうした音楽を聴取する主観
的な感覚に働きかける上において、ライブ性は必要であると考える。音楽的に質の高いもので
ある必要がある。児童にとって鑑賞の授業は音楽と出会う一つの機会、音楽を感受するチャン
スだからである。たとえそれが、全員に効果が期待できないことであっても、指導者は鑑賞教
材を選定し、演奏、メディアを吟味するべきである。
　新学習指導要領の目標の（３）10）を育む過程として、児童は旋律の美しさ、音色、音楽が表
す世界を感受することで、感性を育み、表現活動への興味関心、主体的、能動的な姿勢を自然
と身に付ける。音楽、芸術的なものへの敬意とともに、表現活動への主体的な姿勢を身に付け
る基盤となる。Ｉ小学校でのアンケートにおいて、児童自身の表現技能と鑑賞から得たイメー
ジ、技能における疑問や比較をした自由記述が多くみられた。鑑賞から感受したものを、合唱
による表現活動において児童の中で結びついたことの現れである。歌うということへの関心の
高まりが、自ら表現したいという意欲に結びついた例である。
　これらは渡邊學而が示すところの「教えられないもの」に属する。美しいと感じる「美的感
覚や美意識」「音楽を愛好する心情」は育てるものであり、直接教えることのできないもので
ある。それに関わるのが鑑賞授業におけるライブ性である。指導者は音楽の本質を見極める力
量をそなえ、児童がそれを享受できる環境をつくること、授業の中で音楽の本質を求める姿勢
をもつことが重要である。
５　結語
　「感動体験のない教師は、感動することを教えることはできない」この言葉を、私が学生の
時、音楽科教育法初回授業で聞いた。その時私は「それは当然だろう」と感じた。が果たして
そうであろうか。私自身、誰かに感動するということを教わった覚えがないのである。感動の
尺度はどう考えるべきものか。感動、感激それは評価されるべきものではないし、個人的な心
象である。授業であっても音楽（演奏）は決して押し付けになってはならないと考える。鑑賞
授業において、感受すること（感じたこと）、知覚できること（気づいたこと・わかったこと）
の２つにわけて授業を進めるのが基本である。共通事項との関わりを照らし合わせながら、曲
についての理解を深める。そうした知的理解というものは、学ぶことによって理解を進めるこ
とができる。今回着目したのは、学ぶというより、感じる、感受するという観点であった。音
楽の感動体験は教えることのできないことである。ある意味大変主観的な作業である。しかし、
それがなければ音楽の本質に出会うことはできないのである。音楽、芸術科においては心が動
くことが何より、重要であると考える。美しいものを美しいと感じる感性を育てることの重要
性を、新学習指導要領解説においても次のように記されている。11）
　音楽活動を進めるに当たって何よりも大切なことは，児童が楽しく音楽に関わり，音楽を
学習する喜びを得るようにすることであり，音楽に感動するような体験を積み重ねることで
ある。児童が音や音楽の美しさを感じ取るとき，そこには音楽的感受性が働いている。つま
り，音楽に対する感性は，音や音楽の美しさなどを感じ取るときの心の働きでもある。した
がって，音楽に対する感性を育むとは，児童が音楽的感受性を身に付けるとともに，音や音
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楽の美しさなどを感じ取ることができるようにすることであると言える。音楽に対する感性
は，美しいものや崇高なものに感動する心を育てるのに欠かせないものである。そして，多
様な美しさをもった様々な音や音楽を尊重する心にもつながるものである。このように，音
楽に対する感性は，豊かな心を育む基盤となる。
　音楽の良さを感じるということは、本質に出会う、ふれるということである。そうした音楽
体験から、自ら表現したいという主体的、能動的な意欲に繋がる可能性が内包されている。主
観的であるが故に能動的な活動が期待できるのではないかと考える。山本文茂著『戦後音楽鑑
賞教育の流れ』の最後【子どもたちと直接かかわっておられる現場の先生方へ】の項目に『音
楽鑑賞の真髄は「生演奏」にあることをつねに自覚し』12）と書かれている。指導者は音楽の本
質を見極める力を持つと共に、授業において音楽を享受する在り方について思索し、「育む」
という寛容さを忘れてはならないと考える。
要約
　初等教育において、鑑賞を通して本物と言われる生きた音楽に接し、それらを享受すること
は、心豊かな感性を育む重要な体験である。音楽の美しさや良さを感受し体験を重ねることで、
新学習指導要領で音楽科の目標としている「音楽を愛好する心情」を養い、「音楽に対する感性」
を育てる重要な端緒となる。音楽の本質に出会う機会となる鑑賞授業において、ライブ演奏（生
演奏）での鑑賞が教材として最適であることは周知のことである。しかし、日常の授業におい
てそれは不可能である。児童の心に音楽の本質を提示できる、効果的な鑑賞授業はどうあるべ
きか、その在り方を検証した。その上で指導者の働きかけとして、授業におけるライブ性の可
能性について考察を行なった。また、音楽の鑑賞から表現活動への指導実施例をあげ、直後に
行なったアンケートから児童の感受したこと、表現活動への意欲について分析を行い、鑑賞か
らの歌唱表現活動へのつながりについて検証した。鑑賞授業の可能性を探ると共に、学習を深
める授業について考察を行った。
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